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「当事者意識」持って任務を全う

連絡先は
こちら→

あ な た の 作 業 着
自慢してください！

夏のリコチャレ

日に説明会
出展企業を募集
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　３月３日は桃の節句。そう「ひな祭」です。
女の子がいる家庭では、ひな人形を飾り、お祝
いをするのではないでしょうか。でも、「ひな
人形を飾るのは面倒」なんて声もちらほら。娘
が大きくなって「飾らなくなった」という人も
多いでしょう。
　今回登場するのは皆さんお馴染みのチロルチ
ョコが発売した「ビッグチロル〈ひなまつり〉」。
なんと㌢四方の箱を組み立てると、ひな壇に
変身するのです。箱の中には、内裏雛、三人官
女、五人囃子＊が入っていて、そのまま箱や周
囲に飾ることができます。もちろん、中身はチ
ョコレート。味は、ビス（内裏雛）やふんわり
ピーチ（三人官女）、いちごバニラ（五人囃子）
の３種類。年に登場し、ことしはデザイン
をリニューアル、箱も個別包装もキラキラパッ
ケージになりました。ちょっとしたスペースに
飾るだけで、ひな祭の気分を味わえるので、家

庭だけではなくオフィスにもお勧めです。
　価格は、円（税別）。個入り。

＊　　　＊
◇「ビッグチロル〈ひなまつり〉」を抽選で５
名にプレゼント！
　住所、氏名、電話番号を明記
の上、編集部にファクスかウェ
ブからご応募下さい。締め切り
は２月日（水）です。
＊五人囃子を箱の上に飾ることは
できません。機械の制約上、五人
囃子がそろわない場合があります。

　フリマアプリの
企画・開発・運用
を行う企業で、同
社の国際化と海外
進出をサポートし

ています。最近はインドでのエン
ジニア採用や海外社員の受け入れ
体制強化のほか、グローバル化に
向けた社員の意識向上活動を主導
しています。
　一方、前職ではニューヨークの
国際非営利団体で教育や就業研修
プログラムを通じたアフリカの人
材開発に５年半携わりました。文
化背景の違う職場での経験を通じ
て、国籍や性別などを超えて実力
を基準に信頼される人間になりた
いという思いが強くなりました。

成長に建設的な環境でい
かに能力を発揮し、生産
性と貢献度の高い人間でいられる
か。その追求は、自分との戦いで
あると同時に信念のようなものに
なりました。
　一概に完璧と言える国や組織、
職場は存在しないけれど、さまざ
まな現状を改善するために自らが
変化と理想を発信し、体現するこ
とは可能です。周りを巻き込む影
響力を持つためには、実行力や発
言力、説得力が欠かせません。何
より大切なのは、役職に関係なく
リーダーシップと「当事者意識」
を持って任務を全うすること、ま
ずは自分から動くことだと思いま
す。

■お問い合わせ
　株式会社日刊建設通信新聞社　カナリヤ通信編集部
　TEL03-3259-8711　    FAX03-3259-8730
■ご意見・ご感想、プレゼントの応募は
   canaria@kensetsunews.comまでお寄せください。

「カナリヤ通信」は、日刊建設通信新聞社の登録商標です。

　カナリヤ通信号（３月号）では、「女性
の作業着自慢！大集合！！」と題して、企
業の作業着を紹介します。カナリヤ通信編
集部では、作業着をお持ちの企業を対象に
アンケートを募集します。「私の会社は、○
○が良い（悪い）」など、感想をお聞かせくだ

さい。今回は女性限定とします。締切は日。
アンケートにお答えいただける場合は、カナ
リヤ通信のホームページから質問票をダウン
ロードして下さい。掲載時に企業名を匿名に
することもできます。アドレスは、https://w
ww.kensetsunews.com/canaria。

　日刊建設通信新聞社は、内閣府、
文部科学省、日本経済団体連合会
が主導する「夏のリコチャレ
～理工系のお仕事体感しよう～」
の参加企業として、日本大学理工
学部と共催で８月９日にイベント
を開催します。「（仮）わたしの
住むまちをデザインする仕事」と
題し、中学生から大学生を対象に
建設産業界の技術を体感してもら
う予定です。

　イベント開催に向け、日午後
３時から日本大学理工学部駿河台
キャンパス１号館ＣＳＴホールで
出展を考えている企業を対象に説
明会を開催します。参加を希望す
る場合は、所定の用紙に記入の上、
ファクスまたはメ
ール（rikochalle@kensetsunews.
com）でお申し込み下さい。所定
の用紙はホームページ（https://
www.kensetsunews.com/rikoch
alle）からダウンロードできます。
　問い合わせは、電話
（田嶋、山口）まで。

「カナリヤ通信」では、さまざまな考え方をもった女性が、
社会の中で逞しく、それでいて女性らしく声を出して、人
生を楽しみながら働く姿を表現していきます。

webで公開中

　
﹁
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
︵
い
や
が
ら
せ
︶
﹂
と
い
う
言
葉
を
知
ら
な
い
人
は

い
な
い
で
し

う

し
か
し

そ
の
実
態
は

意
外
と
わ
か
り
に
く
い
よ

う
で
す

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
て
い
る
側
︵
被
害
者
︶
に
と

て
は
深

刻
で
も

す
る
側
︵
加
害
者
︶
は
気
が
付
い
て
い
な
い
場
合
が
多
く

事

態
は
深
刻
で
す

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
続
け
る
こ
と
に
よ

て

不
調

を
訴
え
出
社
で
き
な
く
な
る
ケ

ス
も
散
見
さ
れ
ま
す

そ
う
な
ら
な
い

た
め
に
も

企
業
全
体
で
対
策
を
施
す
必
要
が
あ
り
ま
す

今
回
は

加

害
者
と
な
ら
な
い
た
め
に

被
害
者
に
な

た
と
き
に

ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
を
探

て
み
ま
す
◆部下に指導する際の話し方

１対１で会話。話し方としては、「○○
について私は△△と思うけれど、あなた
はどう思う？」という。決して、自分の意
見を押しつけたり叱責してはいけない。

◆加害者になっていませんか？
□自分は上の立場である
□皆がいる前で部下を注意・叱責したこと
がある
□相手の見た目で思ったことはすぐに口に
出してしまう
□大量の仕事を任せたことがある
□伝達事項を伝えないことがある
□その人のためと思ってやっている
□相手が拒否、抵抗すると思っていない

◆被害者になっていませんか？
□仕事上で「嫌だなあ」と感じることがあ
る
□皆の前で注意や叱責されたことがある
□身体的なことを言われたり触られたりし
たことがある
□業務で嫌がらせをされたことがある
□仕事を押しつけられたと感じることがあ
る
□業務過多もしくは業務外の仕事をさせら
れる
□原因不明の頭痛や腹痛、気分の落ち込み
がある

◆ハラスメントを受けていると思ったらま
ずは記録・相談！
・「○月△日×時×分、○さんから○○○
○○○○○○といった行動もしくは言葉
を受けた」というように、できるだけ詳
細に記録
・同僚や家族、友人
・会社の相談窓口
・総合労働相談センター（都道府県労
働局や労働基準監督署などに設置）

当てはまる項目に✓して確認してみましょう
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者
の
﹁
悪
か

た
﹂
と
い

う
本
心
か
ら
来
る
謝
罪
の
言
葉
を
待

て
い
ま

す

そ
し
て
今
後

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い

た

行
為
を
行
わ
な
い
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す

私

た
ち
は

組
織
・
社
会
で
活
動
す
る
以
上

力

関
係
の
巣
窟
に
身
を
置
い
て
い
ま
す


　
長
い
人
生
で

ま
ず
は
下
積
み
を
経
験
し


い
ず
れ
権
力
を
持
つ
立
場
に
上
が

て
い
き
ま

す
そ
の
時
々
で
立
場
を
自
覚
し
加
害
者


被
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に

知
識
を
得
る
こ

と

権
力
を
持
つ
怖
さ
を
知

て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す



